
機関リポジトリ 

地域コミュニティの活性化 
広島大学・山形大学・文教大学・福井大学 

信州大学・広島工業大学・山口大学・長崎国際大学・琉球大学 

 本プロジェクトでは、地域型共同リポジトリを始めとした、中小規模機関への機関リポジトリ拡大方策を検討しています。
これにより、地域の核となる人材を育成し、各地域での自立したコミュニティ活動を促進することで、国公私立等設置団
体の枠を越えた学術機関の連携とオープンアクセスの裾野を拡大させることを目的としています。  

 

広島大学図書館 学術情報企画主担当 

tosho-kikaku-jyoho@ office.hiroshima-u.ac.jp 

TEL : 082-424-6228  FAX： 082-424-6221      

CONTACT www.lib.hiroshima-u.ac.jp/share/share.html 

       実務研修（On the Job Training）の実施 

（山形）ゆうキャンパスリポジトリ (9) 埼玉県地域共同リポジトリ SUCRA (11) 新潟県地域共同リポジトリ NiRR (21) 

福井県地域共同リポジトリ CRFukui (10) 岡山共同リポジトリ O-AIR (5) 広島県大学共同リポジトリ HARP (13) 

山口県大学共同リポジトリ 維新 (9) ひろさき地域共同リポジトリ (6) 愛媛地区共同リポジトリ IYOKAN (3) 

沖縄地域学リポジトリ ORION (3) 

    平成22年度の活動                 

国内の地域共同リポジトリ（かっこ内：参加機関数）  

機関リポジトリを構築して間もない機関から既構築機関へ一定期間出張し、実際の業務を行いながらその技術を習得する形式の研修。 

主な研修内容 

教員の論文リスト作成 仕様書案作成 

著作権調査 教員インタビュー 

電子化作業 説明会プレゼン 

メタデータ作成・登録 and  more… 

SHERPA/RoMEOやSCPJにおける出版社・学会の許

諾状況確認から、許諾状況が不明の出版社への問い
合わせまでの一連の流れを実際に体験できたのは、
非常に貴重な機会だった。 

ShaRe 

２ 

■ 共同リポジトリ運用中 

■ 共同リポジトリ構築中・検討中  

（弘前） 

 Shared Repository, Shared Pleasure. 

地域でつながる 

リポジトリ 

 

DRF-Med奈良 (11/4)  

参加人数 36 

     研修会・ワークショップ開催・講師派遣 

※2011年5月現在 

(広島大学独自調べ） 

＊パネリスト話題提供、開催補助 

沖縄県大図協 

(10/8) 

参加人数 29 

共同リポジトリ概論、福井・山口の共同リポ
ジトリの現況報告、沖縄地域学リポジトリの
概要と実演登録といった、沖縄らしいHOTな
研修会でした！ 

DRF/ShaRe広島 

(11/19) 

参加人数 40 

研究者・ILL・レファレンスなど、
様々な視点からリポジトリを語る
講演、小樽とのスカイプ中継、
チーム対抗ビンゴ形式の用語勉強
といった、仕事が楽しくなるワー
クショップで参加者同士にもつな
がりが！ 

DRF/ShaRe九州
(12/22) 

     参加人数 50 

機関リポジトリの導入・維持・活
用から、単独・共同・クラウド型
リポジトリまで、これから始める
機関もそうでない機関も必見のプ
ログラムでした！ 

山梨県立大学  講演会
（12/1)  参加人数 49 

＊講師派遣 

 

DRF東京 

(12/22) 

参加人数 61 

私立大学をターゲットに開催されました。
オープンアクセスの裾野拡大の期待も高
まります！ 

祝！ 
信州地域共同リポジトリ（仮称）Kick off  !! 
リポジトリの概論・実務に関する講演や事例報
告で、担当者の知識も交流も深まりました！ 

DRF/ShaRe信州 

(9/13) 

参加人数 31 

埼玉県大・ 
短大図協 

(11/8) 

参加人数 46 

「ILL担当者へ送るリポジ
トリ活用術」をテーマに、
紀要の電子化、ILLとリポ
ジトリの関係について事
例報告に学ぶ研修会でし
た。担当者のステップ
アップに！ つながりの輪

増殖中！ 

受講者所属機関 実施機関 

第１回 島根県立大学 広島大学 

第２回 北見工業大学 北海道大学 *協力 

今まではPDFのOCRテキストからコピー＆ペーストで

メタデータを作成していたが、テキストプログラムを用
いて効率よく作成する方法を学んだ。このような細か
いテクニックは今後の研修にも含めてほしい。 

教員インタビューは、普段知ることのない研究生活の様子
や図書館に対する印象を聞くことができ、興味深かった。こ
ういった活動を通して研究者と関係をもつことが、単にリポ
ジトリの登録件数を増やすだけでなく、図書館に対する理解
や協力的な姿勢を生むことにもつながるのだと思う。 

今まで疑問に感じていたことの多くを、この場で解決するこ
とができた。 

New! 

New! 

地域の核となる 
人材育成 

尾崎文代 

「みんなでつくるリポジトリ ― 地域共同リポジトリ ―」 
短期大学図書館研究第30号 （2011）  p.85-91 

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00031272 

Check! 

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00031272
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00031272
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00031272
http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00031272

